
グローバル文化学科教務ガイダンス

—履修の手引き—

２０２１年４月８日
グローバル文化学科教務委員会
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履修について

• ここではグローバル文化学科の履修について説明します。

• 同じ学部でも学科により違いがあります。学部共通の科
目でも、学科によって履修条件等がかなり違う場合があ
りますので、注意してください。

• 2020年4月以前の入学者とは、プログラム構成、カリ
キュラム等が異なりますので、注意してください。
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１回生で受講する授業について
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演習科目
①必修の演習（第1, 2Q：金２）

初年次セミナー（第１Q）

グローバル イシュー演習（第２Q）
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「初年次セミナー」（必修：履修登録済）
第1Ｑ：金２

•学部共通基礎科目。
•学番順にクラス分け。
•うりぼーネットまたは事務室前の掲示板からクラス
を確認しておいてください。

•教員1名に学生約１２名。
•神戸大学の学生として最低限知っておいて欲しいこ
とを全学共通で身につけてもらうプログラム。

•第1Q（クォーター）で完結します。
•成績評価は「合格・不合格」。
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「グローバル イシュー演習」
（必修：履修登録済）第2Ｑ：金２

•初年次セミナーと同じクラス。
• GSP（Global Studies Program）科目のひとつ：「グローバ
ルイシュー概論」（第1Q）、「オリエンテーション」（第1Q
後半）と 併せて、GSPの「事前学習」と位置づけられています。

• グローバルイシューを意識しながらも、担当の教員の強みを活
かした個性的な演習が展開されます。

• グローバル文化学科の各教員の専門分野や研究・教育内容につ
いて、自分たちでリサーチ・発表も行います。

• 成績は、「秀・優・良・可・不可」。
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Faculty of
GlobalHumanSciences GSPを構成する授業科目

合計７単位

授業科目名 単位 開講時期

事
前
学
修

グローバルイシュー概論 1 1年次 第1クォーター

グローバルイシュー演習 1 1年次 第2クォーター

GSP演習（オリエンテーション） 1
1年次 第1クォーター
及び
プログラム実施に応じて

GSコース

実践型GSコース 3 2年次以降

研修型GSコース 3 1年次以降

留学型GSコース 3 2年次以降

事後
学修

GSP演習（リフレクション） 1 3年次 第3クォーター
もしくは第4クォーター
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Faculty of
GlobalHumanSciences GSP演習（オリエンテーション）

 『GSP履修ガイド』

 『GSP海外渡航ガイド』 必ず持参

「GSP演習（オリエンテーション1）」

初回 5月7日（金・１限 8:50～）

組分け、教室は掲示されています！

確認してください。
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Faculty of
GlobalHumanSciences GSP関連の大まかなスケジュール

時期 内容（参加時期は一例）

前
期

4月（一部5月） 個別プログラム説明会・応募

5月（一部6月） 参加プログラム決定

夏季休業中 プログラム参加

後
期

10月（一部11月） 個別プログラム説明会・応募

11月（一部12月） 参加プログラム決定

春季休業中 プログラム参加

「研修型GSコース」の語学研修、サマースクールは1年次から参加可能
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Faculty of
GlobalHumanSciences GSP関連の説明会について

・4月、5月は夏休みのプログラムの募集説明会、
春休みのプログラムの報告会などが行われます。

・学番メールで日時や場所を、内容をお知らせし
ますので学番メールの転送設定をしっかりしてくだ
さい。

・「GSP演習（オリエンテーション）」（1単位）「GSコー
ス」（3単位）「GSP演習（リフレクション）」（1単位）は、
3科目（計5単位）すべてが修了した時点でまとめ
て単位が付与されます。履修登録の必要はありま
せん（『GSP履修ガイド2021』4頁） 。
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演習科目
②選択必修の演習（後期）

地域文化論基礎演習Ⅰ
異文化コミュニケーション論基礎演習Ⅰ
現代文化システム論基礎演習Ⅰ
言語情報コミュニケーション論基礎演習Ⅰ

（※基礎演習Ⅰ,Ⅱから４単位選択必修）

基礎演習Ⅰ（１年次後期)

基礎演習Ⅱ（２年次前期）
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基礎演習の選択の仕方

•プログラム（２年次前期の終わりに選択）やクラスタを
意識して選択してください。

•履修登録方法は、事前抽選登録です。希望者が１クラス
定員２０名を超えた場合は、抽選になります。

•抽選登録は、夏休み期間中となっていますので注意して
ください。（第１次抽選：９月９日成績発表以降に実施
予定）

•同一科目名（同一プログラム）の演習は、２つ（４単
位）まで履修可能です。
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演習の年次進行
前期 後期第１クォーター 第２クォーター

4年
グローバル文化
特別演習Ⅱ

3年 発展演習Ⅱ グローバル文化
特別演習Ⅰ

2年 基礎演習Ⅱ 発展演習Ⅰ

1年 初年次セミナー グローバル
イシュー演習 基礎演習Ⅰ

プログラム
選択

卒 業 研 究

指導教員選択

卒論口頭
試問

卒論中間
発表会

卒論テーマ
発表会など

指導教員変更
（希望者のみ）

クラスタ・オ
リエンテー
ションプログラム変更

（希望者のみ）

プログラム
説明会

指導教員選択
ガイダンス
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その他の1年次開講
■必修科目（便覧130-131頁）

•グローバルイシュー概論（第１Q）水４
•情報リテラシー演習１・２（第3, ４Q）火１
• GSP演習（オリエンテーション）（第1, ２Q）金１
•情報科学概論（第２Q）火４

（※これらの科目は自分で履修登録する必要はありません。）
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■選択必修科目（便覧130-131頁）

• 地域文化概論（第１Q) 月５
• 異文化コミュニケーション概論（第２Q）水３
• 現代文化システム概論（第２Q）水４ ３単位選択必修
• 言語情報コミュニケーション概論（第１Q) 水３

• 国際コミュニケーション演習A・B（第１, ２Q）月３、月４、水５、金５
※抽選。「うりぼーネット」のアンケートで本日締切。結果は9日(金)15時以降。
※2年次配当のCulture and Societies in Japan A・B （第1, 2Q）と
合わせて4単位のうち1単位必修

• Test Preparation（第3, 4Q）木２、木４、金３、金４
• Academic Skills （第3, 4Q）月3、4

※1~3年次配当の英語系6科目から2科目（4単位）選択必修 15



■選択科目（便覧130-131頁）

•国際開発援助論（ＪＩＣＡ）（第３Q）木4
•コミュニティ創成論（第４Q）水1
•フィールドワーク基礎論（第３Q）水1
•異文化間教育論（第４Q）水1
•ソーシャルエンパワメント論（第2Q）月4
•アジア共同体論1,2（第1,2Q）1Q・木4 2Q・月4

•「学科コア科目」（第1, 2S） （便覧204頁）
（※各クラスタから１つの講義。）

※CAP制度(履修登録限度：年４９単位）があるので、１年次にすべてを
履修できるとは限りません。優先順位を決めて登録してください。
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グローバル文化学科の構成と
カリキュラムについて
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• 学科が提供する教育研究の柱となる科目群を「プログラム」と
呼び、４つのプログラムから構成されています（便覧206頁）。

• ２年次の前期の終わりに、４つのプログラムのうちいずれか１
つを選択し、２年次後期からは、主に選択したプログラムの授
業を履修します（便覧200頁、記載ミス）。
※プログラムの定員をオーバーした場合は、1年次の成績

（GPA)により選考を行います。
• 3年次の前期の終わりに、自身の所属するプログラムの教員の中
から指導教員を選び、3年次後期から指導教員の「グローバル文
化特別演習」を履修します。
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地域文化系
プログラム

21世紀の世界に存在する多様な文
化や価値観を地域別に研究します。
また、そうした地域の文化や価値
観がどのように形成され、持続・
変容してきたのかを、さまざまな
学問アプローチから捉え、比較
的・相対的な視点から地域文化を
理解する力を身に付けます。
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異文化コ
ミュニケー
ション系
プログラム

社会経済のグローバル化に伴い、
異文化間相互の分裂と統合が、国
内および国境を越えて拡大してい
るという世界の動きを踏まえ、異
文化間コミュニケーションのあり
方を明らかにし、異なる文化が対
話可能となるような方法を考察す
る能力を身に付けます。
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現代文化シス
テム系
プログラム

近代的な制度や思考の枠組みが
根底から揺らぐなかで、グロー
バルな規模で拡がる今日的な問
題群に焦点を当て、現代世界を
動かしている社会・文化のシス
テムを多角的に分析し、現代と
いう時代について批判的に洞察
する力を身につけます。
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言語情報コ
ミュニケー
ション系
プログラム

言語・感性によるコミュニケー
ションの可能性と問題点を発見
し解析する能力や、ICTを用いた
多彩な情報の収集・分析・発信
に関わる能力を育成し、これら
の研究成果をグローバルな課題
解決に活用する能力を身に付け
ます。

22



プログラムとクラスタ

日本学クラスタ
アジア太平洋文化論クラスタ
ヨーロッパ・アメリカ文化論クラスタ

地域文化系プログラム
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プログラムとクラスタ

異文化関係論クラスタ
越境文化論クラスタ
多文化共生論クラスタ

異文化コミュニケーション系
プログラム
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プログラムとクラスタ

モダニティ論クラスタ
先端社会論クラスタ
芸術文化論クラスタ

現代文化システム系
プログラム
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プログラムとクラスタ

言語コミュニケーション論クラスタ
感性コミュニケーション論クラスタ
情報コミュニケーション論クラスタ

言語情報コミュニケーション系
プログラム
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演習の年次進行
前期 後期第１クォーター 第２クォーター

4年
グローバル文化
特別演習Ⅱ

3年 発展演習Ⅱ グローバル文化
特別演習Ⅰ

2年 基礎演習Ⅱ 発展演習Ⅰ

1年 初年次セミナー グローバル
イシュー演習 基礎演習Ⅰ

プログラム
選択

卒 業 研 究

指導教員選択

卒論口頭
試問

卒論中間
発表会

卒論テーマ
発表会など

指導教員変更
（希望者のみ）

クラスタ・オ
リエンテー
ションプログラム変更

（希望者のみ）

プログラム
説明会

指導教員選択
ガイダンス
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プログラムをどう選ぶか
■４つの選択必修の講義（４単位のうち３単位必修だが、すべて履修も可）
「地域文化概論」（第１Q)：月５

→地域文化系プログラムの一端を知ることができる
「異文化コミュニケーション概論」（第２Q)：水３

→異文化コミュニケーション系プログラムの一端を知ることができる
「現代文化システム概論」（第２Q)：水４

→現代文化システム系プログラムの一端を知ることができる
「言語情報コミュニケーション概論」（第１Q)：水３
→言語情報コミュニケーション系プログラムの一端を知ることができる

■必修・選択必修の演習
「初年次セミナー」（第１Q)：金２,「グローバルイシュー演習」（第２Q)：金２ 、
「基礎演習Ⅰ」 （第２S)
■学科コア科目（講義科目) （便覧204頁)
■プログラムガイダンス、学部ホームページ等の情報

自分の問題意識
を明確に！
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長期留学について
• GSPのなかの「留学型GSコース」（3単位）演習科目として留学。
• 留学先の大学で履修した科目の単位は、書類申請により「Study on 

Global Cultures」として最大28単位まで、あるいは学科専門科目の単位
として、本学部の履修単位として認定されることがあります。

• グローバル文化学科では、1年間の長期留学がしやすいよう、3年次末の
「卒業研究」資格判定基準の単位数が他学科に比べ少なめに設定されてい
ます。

• さらに、４年次前期必修の演習科目は、留学中でも遠隔指導で受講するこ
とが可能であり、長期留学をしても標準年限の4年間で卒業することがで
きる仕組みになっています。

※ただし甘く見ないできちんと計画的に履修することが前提です。

語学の勉強等、しっ
かりとした準備を！

29



教育職員免許(英語)関係科目
1年次で履修できる教職科目
・教職論（中・高）（４Q集中講義）
・教育原理（2S) （月5）
・教育行政学（中・高）（集中講義)
・心の発達と教育１(学習・言語心理学１)（3Q)、２(4Q)（月4）
・健康・スポーツ科学実習基礎 前期（木２）
その他便覧228-230, 235-236頁参照。
教員免許ガイダンスは6月26日（金）に予定

詳細はウェブページのNEWSに掲示。
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教育職員免許取得と長期留学

教育実習（3年次申し込み、4年次実習）と長期海外
留学との両立は非常に困難で、相当の努力を要しま
すが、不可能ではありません。
ただし、教育実習と長期海外留学を同時期に行うこ
とは不可能なので、両方を希望する学生は、早めに
Ｋ棟学務課教育推進グループに相談してください。
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卒業までのおおまかな流れ

•４年生まで自動的に進級できる。
•ただし３年次末に「卒業研究」資格判定が行われる。
基準を満たせば「卒業研究届」を提出し、４年次から

「卒業研究」を開始できる。
「卒業研究」（通年／必修10単位）を開始できないと、
それだけ卒業が遅れる（便覧197頁）。
•神戸大学教学規則第48条、学部規則第11条の卒業要件
（124単位以上）を満たせば、卒業が認定される。

32



「卒業研究」履修資格判定基準について
（便覧197頁）

「卒業研究」（必修10単位、4年次配当）を開始するためには、
3年次終了時点（在学期間3年以上）において、以下の単位を修
得する必要があります。「卒業研究」資格判定の合格者につい
ては、教務学生係で「卒業研究」の履修登録を行います。不合
格の場合、4年前期から「卒業研究」の履修を開始することが
できないため、卒業が遅れ、4年での卒業は不可能となります。
注意してください。
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「卒業研究」履修のために必要な単位（便覧197頁）

34

例えば、基礎教養科
目を8単位、総合教
養科目を5単位とっ
ても、合計は11単位
（上限をこえる分は
無効）となり、不合
格。基礎教養科目を
3単位、総合教養科
目を10単位とった場
合も、合計は11単位
となり、不合格。

便覧124-127頁

便覧130-133頁



★今からすぐに行って
ほしい７つのこと ★
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１．学生便覧で、１年前期に開講されて
いる科目とそれらの履修要件（必修、選
択必修、選択）を確認。（124-133頁，
147頁，201-205頁)

２．国際人間科学部のウェブサイトで
時間割を確認。
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２．時間割の確認
国際人間科学部の
ウェブサイトから確
認できます。
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３．うりぼーネットにログインし、
各科目のシラバスを確認。

４．うりぼーネットで履修登録をする。
※４月２３日１７時までの期間は、自由に削除と

追加が可能。
※「国際コミュニケーション演習A,B」のアン

ケート回答は本日締切。
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３．うりぼーネットへのアクセス
うりぼーポータルからアクセスしてくださ
い。
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３．うりぼーネットへのアクセス：ログイン
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４．うりぼーネット上の履修登録
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４．うりぼーネット上の履修登録
履修登録がBEEFに反映されるのは翌日です！

国際人間科学部の授業科目を検
索するときは、時間割所属を
「国際人間科学部」にしてくだ
さい。
学科まで選択すると、「時間割
は存在しません」と表示されま
す。 42



５．BEEFにログインし、第1Q登録
科目の遠隔授業の方法等を確認。
➥履修登録の翌日にBEEFのマイコースに反映。

６．教科書を生協などで購入。
神戸大学生協のウェブサイトを確認してください。

７．各科目のBEEFの説明を読み、
第１回目授業の準備。
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遠隔授業の準備
• BEEFが基本
注意！BEEFへのログインは、授業時間帯をできるだけ避ける。（次回の

授業内容の確認、資料のダウンロードは授業日前日まで のオフ・ピーク
の時間に！）
・リアルタイムで、ZoomやWebexといったテレビ会議システムを用いた
授業もある。接続環境を確保。
★神戸大学ホームページ「在学生の方」⇒「新型コロナウイルスへの対
応 関連情報 （まとめはこちら）」⇒「遠隔授業について (神戸大学レク
チャーハブ) 」
「遠隔授業について（神戸大学レクチャーハブ）」
https://lecturehub.gitlab.io/ を必ず読んでおくこと

※遠隔授業ヘルプデスク(学生用）あり 44

https://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/info/2020_01_29_01.html
https://lecturehub.gitlab.io/


教務学生係からのお願い

１．メールアドレスの転送設定
大学からの重要なお知らせは、大学から付与される学番アドレ
スに配信されます。学番アドレスをあまり使用しない人は、普
段使っている個人アドレスに転送設定をしておいてください。
（参考）情報基盤センターウェブサイト
ホーム /サービス /基本サービス /アカウント /マニュアル /設
定変更 /学生アカウント用設定変更マニュアル
２．教務学生係の受付時間
レポートなど書類提出・窓口受付→平日8時30分～17時です。
これ以外の時間は受付ません。
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教務学生係からのお願い

３．教務事項の情報
国際人間科学部ウェブサイトの教務情報やトップページのお知
らせ、イベント情報、メーリングリスト、掲示板、うりぼ
ーネットで主に連絡します。

４．抽選登録科目について
通知する抽選登録期間をよく確認し、忘れずに申し込んでくだ
さい。毎年抽選登録期間を忘れていた、抽選を申し込んだつもり
が申し込めていなかった、という問い合わせが多くあります。救
済措置はありません。

登録期間の目安：前期科目分→3月成績発表以降
後期科目分→9月成績発表以降
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